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研究成果の概要（和文）：長江下流域新石器文化崧澤文化における農耕の発展状況についての研究を進めた。特
にこの時期に出現する石犂について、考古学と農学的な研究を通じて、実用品であり、犂耕作が実行されたこと
を明らかにした。また、仙壇廟遺跡でのプラントオパール分析、ＧＩＳによる集落立地の考察により、本時期の
稲作農耕は積極的な低湿地への進出とともに、前代よりも生産量が増加し、稲作農耕に集約していく状況を伺う
ことができた。

研究成果の概要（英文）：This project researches for Agriculture degree in Songze Neolithic culture 
of Changjiang rower area. Especially, we researched for the Stone plough origins of this period, 
through archeology and agriculture studies, we can recognize that the stone-plough is a real daily 
utility, and that humans started cultivating with a plough. And, through we research with plant-opal
 and GIS analysis, rice cultivation in this period produced more and went through consolidation of 
rice cultivation, with humans actively going to the marshes.

研究分野： 考古学
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１． 研究開始当初の背景 

 中国新石器時代長江下流域における稲作

農耕を中心とした農耕生産史の研究は、河姆

渡文化と良渚文化において積極的に研究は

進められたが、崧澤文化期における研究は浅

く、概要すら把握できない状況である。そう

した中で、この時期に出現する「石犁」は犂

耕作の出現とともに農耕社会の革新的な変

化が推察されるものの実態については不明

な点が多い。そのため、崧澤文化期の研究に

よって、長江下流域の新石器文化の農耕発展

について解明することが急務の課題であっ

た。 

 

２． 研究の目的 

 崧澤文化の農耕生業の実態を解明するた

めに考古学、農学、地理学の各分野が協同し

て研究を進める。特に農耕生産量および農耕

技術に関しては定量的に捉えることを目的

として、新しい研究手法を導入し解明するこ

とを目的とした。各分野における研究目的は

以下のとおりである。 

（１）考古学研究では、物質文化の組成化よ

りみた社会様相の解明。 

（２）農学研究では、石製農耕具「石犁」の

定量的性能評価と栽培イネ系統（プラントオ

パ－ル形状分析による）からの農業生産力の

検討。 

（３）地理学研究では、ＧＩＳによる農耕集

落基盤の分析を行い、生業領域の解明を重点

的に研究すること。 

 

３．研究の方法 

 以下の研究方法により研究計画に沿い進

行した。 

（１）「物質文化における生活様相の変化分

析」では、いわゆる考古資料について実見、

実測、考察を進め、編年研究および系譜につ

いて研究を進める。 

（２）「石製農耕具「石犁」の定量的性能評

価の研究」では石犁の耕起性能評価を行うた

めに、復元した石犁を用いて実験田において

所用牽引力および性能率測定の実験、分析、

考察を行う。日本国内（宮崎大学実験田）に

おいて実験、データを集積し、中国において

最終的な実験、データ集積、検証を行う。 

（３）農業生産力を産出するためにプラント

オパ－ル形状分析による計測を行う。試料は

中国における崧澤文化期の遺跡付近におい

て採集する。 

（４）ＧＩＳにより地理分析を通じて崧澤文

化期の集落構造を解明するために、衛星地図

の解析および現地における測量、観察などを

通じて集落構造・領域の数値的解明を行う。 

４．研究成果 

本研究は、長江下流域新石器文化崧澤文化期

における農耕の実態について、考古学、農学、

地理学の諸文化から検討を進めた。総体的に

は環境変化に伴い、低湿地への積極的なひと

びとの進出とともに、自然地理環境に適した

稲作農耕への生業比重が高まり、新しい農耕

技術としての犂耕作（石犂）が出現したと考

えられる。 

 主な研究成果は以下の通りとなる。 

（１）考古学資料による編年研究 

 発掘調査による出土資料（土器、玉石器）

をもとに編年研究を進めた。崧澤文化の由来

は、その一部が安徽南部・湖北東部の長江沿

岸流域より長江下流域へと伝来した外来文化

と在地文化の融合であることを改めて確認す

ることができた。このことは、長江下流域の

新石器文化の発展が単一的で一方向ではない

ものであると認識できた意義は大きい。 

（２）「石犂」の実態研究（考古学研究およ

び農業工学研究） 

 崧澤文化期に出現する「石犂」については、

この時期においては特定の男女に副葬される

ことから社会、文化を反映するものと認めら

れるが、実用品であり、かつ使用方法が不明

な点が多いものであった。そのため、中国浙



江省産の石材を用いて複製品を作成し、それ

に犂体を装着したけん引実験を重ねて行った。

これにより、犂耕作の実用に耐えるものであ

ることが確認でき、力量測定の具体的な数値

を提示できた。この一連の実験は先行事例が

無いものである。実験は初期段階に過ぎず、

犂先と犂体の装着の方法および犂体自体の形

態の検討等、なお実験と考察を重ねる必要が

ある。また、実験に使用した復元石犂と実際

に出土した石犂の使用痕についての比較分析

では、明らかな差異が確認できる。そのため、

さらに検討すべき課題が多い。実験は日本国

内では宮崎大学実験田を中心に積み重ね、デ

ータ集積と検証を繰り返した。最終的には中

国浙江省遂昌県において耕牛によるけん引実

験を行った。熟練した犁の操縦によって、改

めて出土品や伝統農具における犁先の装着方

法や犁耕作の実際について知見を新たにする

ことができたことも意義は大きい。 

（３）地理学的研究 

 崧澤文化期の遺跡分布について検討を行っ

た。長江下流域において、大きく分布範囲は

西から東へと移動していることが明らかであ

り、前代よりも低湿地、デルタ地帯への進出

を確認することができた。これには環境変化

による冷涼乾燥化、海退現象に伴う集落拠点

の変化、さらには食糧獲得の領域変化をみる

ことができる。すなわち、稲作農耕生産に適

した地理状況が備わり、稲作の集約化が促進

する結果となったと考えられる。環境変化に

伴う集落分布の変化について、他地域との比

較検討が可能な資料を提示することができた。 

（４）農学的研究（プラントオパール分析に

よる） 

 崧澤文化期の仙壇廟遺跡近接地（当時、農

耕生産地であったと想定できる場所）におい

てプラントオパール分析のための試料を採取

し、分析・考察を行った。その結果、定量比

較からは前代の河姆渡文化・馬家浜文化、そ

して後代の良渚文化の中間に相当する数値を

みることができ、生産量の比例的な増加が認

められた。また、崧澤文化期の水田遺構は、

基盤整備型（畦畔をもち、区画された水田）

以前の不定型な水田遺構であることが検出事

例から確認できるが、石犂の出土状況を合わ

せれば犂耕作が可能である一定の広がりを有

する田畑が出現していたと考えられる。こう

した水田形態の変化に伴う農耕技術の変化に

ついては、他地域における農耕の定着および

新たな農耕技術の導入有無について比較研究

を可能とする事例となった。 

（５）世界史的な犂の出現（西アジア考古学

との比較） 

 犂（犂耕作）の出現について、中国以外の

事例について検討を進めた。西アジア地域に

おいては、崧澤文化よりも1000年以上も遡り

出現することが考古学資料より確認されてい

る。犂の出現が単元であるか多元であるかを

含め、この原因については、ムギ作を主体と

した乾地農法に犂耕作が適しているためによ

り早く出現したと考察すべきか、中国におい

ては華北地域を含めて、犂の出現が早まるか

などの事例の増加に期待したいところである。

世界史的な視野で犂耕作の歴史を考察する上

で重要な研究成果である。 
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